
在宅医療支援システム研究会次第 
 

日時 平成３０年４月２４日（火） 
１８時３０分～ 

場所 介護老人保健施設くろかみ 研修室 
                    

１ 開  会 
 
２ あいさつ 
 
３ 報告・紹介事項 
 

（１）新見市在宅医療・介護連携支援センター事業について（医師会受託） 
 
（２）新見市認知症地域支援事業について（医師会受託） 

 
（３）新見市情報連携システム推進事業について 

（申請中：事業主体医師会） 
 
（４）岡山県認知症ケアに係る医療連携体制整備事業について 

（申請予定：事業主体医師会） 
 
（５）中山間地域などにおける小規模事業所加算について 
 
（６）医療と介護の連携加算と Z 連携の利用について 

 
（７）その他 

 
 
４ 協議事項 
 

(１) 新見地域会議・研修会一覧について 
 

(２) Z 連携・ウェブ会議について 
 

(３) その他 
 
 

 
５ その他 
 
 

次回開催日 
平成２９年５月  日（  ） 



新見地域在宅医療支援システム研究会委員名簿 

H30.4.1 現在 

所     属 委員名 備 考 

新見医師会 
太田 隆正 認知症サポート医

大手 國榮 

新見公立大学看護科 
金山 時恵 

 
杉本 幸枝 

岡山県薬剤師会 新見支部 川本 和明  

介護施設代表（特別養護老人ホーム） 

渡部 勝吉 

 

小川 修司 

藤村  晃 

福田 孝幸 

今倉 慎吾 

訪問看護ステーション 小郷寿美代  

岡山県理学療法士会 新見地域代表 小林まり子  

岡山県作業療法士会 新見地域代表 石田 辰彦  

岡山県介護支援専門員連絡協議会 新見地域代表 池田 直美  

岡山県備北保健所新見支所    前原 幹子  

新見市 

市民課（医療） 
牧  佳苗 

 
泉  浩二 

介護保険課 
長谷川美幸 

 
  大西久美子 

健康づくり課 
船越智江子 

 
吉岡キヨコ 

情報管理課 
石橋   博 

 
冨谷  保 

新見市社会福祉協議会 福本寿美子  

（株）エヌディエス 水上 則計  

  



事  業  計  画  書  
                                          委託事業者名（一般社団法人 新見医師会） 

 

 

事 業 名 

 

平成30年度 在宅医療・介護連携推進事業 

 

 

事業実施期間 

 

平成30年4月1日 ～ 平成31年3月31日 

 

 

 

 

 目    的 

 

 

医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮らし

を人生の最期まで続けることができるよう、在宅医療と介護サービスを一体的に提供

するために、医療機関と介護事業所等の関係者の連携を推進することを目的とする。

 

 

 

 

事業計画 

 

【(1)地域の医療・介護サービス資源の把握】 

 地域の医療機関、介護事業所等の住所、機能等を把握し、これまでに自治体等が把

握している情報と合わせて、リスト又はマップを作成する。 

・作成済みの「在宅医療連携ガイド（在宅医療地域資源マップ含む）」の修正・変

更 

・正誤表の作成・配布 

・「在宅医療連携ガイド」のデータ化の検討 

 

【(2)医療・介護関係者の情報共有の支援】 

情報共有の手順等を定めた情報共有ツールを整備する等、地域の医療・介護関係者

の情報共有を支援する。 

・H29.3月版新見版情報共有書の利用促進・普及啓発・相談支援 

・Ｚ連携の利用促進・普及啓発・相談支援 

 

【(3)在宅医療・介護連携に関する相談支援】 

地域の在宅医療・介護連携を支援する相談窓口の運営を行い、地域の医療・介護関

係者、地域包括支援センター等からの、在宅医療・介護連携に関する事項の相談の受

付を行う。また、必要に応じて、退院の際の地域の医療関係者と介護関係者の連携の

調整や、患者・利用者又は家族の要望を踏まえた、地域の医療機関等・介護事業者相

互の紹介を行う。さらに、相談対応の窓口やその役割が関係者等に明確に理解される

よう名称を設定し、関係者に周知する。 

・入退院ルールの見直し、改訂版の作成 

・入退院時の連携支援 

 

【(4)医療・介護関係者の研修】 

 地域の医療・介護関係者の連携を実現するために、多職種でのグループワーク等の

研修を行う。 

 ・医療・介護従事者への研修会 年1回程度 

 ・多職種連携会議 年3回程度 

 



事  業  計  画  書  
                                          委託事業者名（一般社団法人 新見医師会） 

 

 

事 業 名 

 

平成30年度 新見市認知症地域支援事業 

 

 

事業実施期間 

 

平成30年4月1日 ～ 平成31年3月31日 

 

 

 

 

 目    的 

 

 

認知症の人が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、医療・介護等の連携強

化による、地域における支援体制の構築と認知症のケア向上を図るための取り組みを

推進する事を目的とする。 

 

 

 

 

事業計画 

 

① 認知症の人とその家族の相談・支援 

・地域の方からの相談に応じられる体制を作り、相談支援を行う。 

 

② 認知症支援体制の構築 

・地域包括支援センターの認知症地域支援推進員と協議し、認知症の方の支援体

制を検討する。 

・認知症カフェへの協力。 

 

③ 認知症初期集中支援チームとの連携 

・認知症初期集中支援チームと情報共有を行い、連携しながら認知症の方への支

援を推進する。 

 

④ 認知症ケアに携わる多職種協働のための研修事業 

・地域の研修会等への協力。 

 

⑤ 認知症ケアパスの普及 

・認知症ケアパスの見直しを検討し、機会を捉え普及啓発を行う。 

 



事  業  計  画  書  
                                           

 

 

事 業 名 

 

平成３０年度 情報連携システム推進事業補助金 

 

 

事業実施期間 

 

平成３０年４月２０日 ～ 平成３１年３月３１日 

 

 

 

 

 目    的 

 

 

移動に多大の時間を要する中山間地域であり、介護保険事業所が点在し、医療機関が市

中心部に集中しており、かつ、医療・介護従事者も少ない新見地域において、ICTを活用

した在宅医療・介護連携の推進、地域包括ケアシステムの構築を目指す。 

ICTの活用には、弊会が運用しているクラウド型情報共有システム「Z連携」、テレビ会議

システム「にいみ広域遠隔会議システム」を利用し、入退院時の多職種連携や、サービス

担当者会議、日常生活の様子等の情報共有を推進する。 

 

 

 

 

 

事業計画 

(1) ICTを活用した連携推進の検討 

 ・医療・介護従事者の参加する会議で推進方法・システム改修等について検討 

年3回 

 

(2) Z連携を活用した連携の支援 

 ・Z連携の運用（IDの発行・管理、導入支援等含む） 

 ・Z連携のシステム改修 

   H29.3月版新見版情報共有書対応 

   入力項目の省力化検討 

    

(3) にいみ広域遠隔会議システムを利用した連携の支援 

 ・にいみ広域遠隔会議システムの運用（スケジュール管理、導入支援等含む） 

 ・利用後アンケート調査 
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１７．居宅介護支援 ①医療と介護の連携の強化（入院時情報連携加算の見直し）

ア 入院時における医療機関との連携促進
入院時における医療機関との連携を促進する観点から、以下の見直しを行う。

ⅰ 居宅介護支援の提供の開始に当たり、利用者等に対して、入院時に担当ケアマネジャーの氏名等を入院先医
療機関に提供するよう依頼することを義務づける。【省令改正】

ⅱ 入院時情報連携加算について、入院後３日以内の情報提供を新たに評価するとともに、情報提供の方法によ
る差は設けないこととする。

ⅲ より効果的な連携となるよう、入院時に医療機関が求める利用者の情報を様式例として示すこととする。
【通知改正】

概要

【ⅱについて】
＜現行＞ ＜改定後＞
入院時情報連携加算(Ⅰ) 200単位／月 ⇒ 入院時情報連携加算(Ⅰ) 200単位／月
入院時情報連携加算(Ⅱ) 100単位／月 ⇒ 入院時情報連携加算(Ⅱ) 100単位／月

単位数

【ⅱについて】
＜現行＞ ＜改定後＞
入院時情報連携加算(Ⅰ) 入院時情報連携加算(Ⅰ)

・入院後７日以内に医療機関を訪問して情報提供 ・入院後３日以内に情報提供（提供方法は問わない）
入院時情報連携加算(Ⅱ) 入院時情報連携加算(Ⅱ)

・入院後７日以内に訪問以外の方法で情報提供 ・入院後７日以内に情報提供（提供方法は問わない）

※(Ⅰ)(Ⅱ)の同時算定不可 ※(Ⅰ)(Ⅱ)の同時算定不可

算定要件等

※ⅰは介護予防支援を含み、ⅱ及びⅲは介護予防支援を含まない

mansaku3
長方形
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１７．居宅介護支援 ①医療と介護の連携の強化（退院・退所加算の見直し）

イ 退院・退所後の在宅生活への移行に向けた医療機関等との連携促進
退院・退所後の在宅生活への移行に向けた医療機関や介護保険施設等との連携を促進する観点から、退院・退

所加算を以下のとおり見直す。
ⅰ 退院・退所時におけるケアプランの初回作成の手間を明確に評価する。
ⅱ 医療機関等との連携回数に応じた評価とする。
ⅲ 加えて、医療機関等におけるカンファレンスに参加した場合を上乗せで評価する。

また、退院・退所時にケアマネジャーが医療機関等から情報収集する際の聞き取り事項を整理した様式例につ
いて、退院・退所後に必要な事柄を充実させる等、必要な見直しを行うこととする。【通知改正】

概要

＜現行＞ ＜改定後＞
退院･退所加算 ⇒ 退院･退所加算

単位数

○ 医療機関や介護保険施設等を退院・退所し、居宅サービス等を利用する場合において、退院・退所にあたって
医療機関等の職員と面談を行い、利用者に関する必要な情報を得た上でケアプランを作成し、居宅サービス等の
利用に関する調整を行った場合に算定する。
ただし、「連携３回」を算定できるのは、そのうち１回以上について、入院中の担当医等との会議（退院時カ

ンファレンス等）に参加して、退院・退所後の在宅での療養上必要な説明を行った上でケアプランを作成し、居
宅サービス等の利用に関する調整を行った場合に限る。

※ 入院又は入所期間中につき１回を限度。また、初回加算との同時算定不可。

算定要件等

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ参加 無 ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ参加 有
連携１回 450単位 600単位
連携２回 600単位 750単位
連携３回 × 900単位

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ参加 無 ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ参加 有
連携１回 300単位 300単位
連携２回 600単位 600単位
連携３回 × 900単位

※介護予防支援は含まない

mansaku3
長方形
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平成29年度　新見地域年間会議等計画一覧
Ｈ29年4月時点

項目

新見地域医療ネットワーク 役員会 31 役員会 役員会 役員会 役員会 役員会

在宅医療・介護連携推進協議会

市民講演会 28

Z連携説明会 26

多職種連携会議 20 17

定例会・セミナー 15 20 17

総会・役員会・サロン 19 18

地域医療ミーティング推進協議会 ○　回開催予定） （第２回開催予定） ○

ふれあいミーティング （３回程度開催予定）

看護就職フェアの開催（実行委員会が主催） 14

看護学生奨学支援金給付制度 募集 審査 決定 給付 給付 給付 給付

シミュレーショントレーニング 10 22 ※現在のところ２回開催日が決定している

PIONEシンポジウム 9

インテンシブコース在宅・緩和医療（岡山大学主調整中

総合内科ステップアップ（岡山大学主催） 調整中

健康づくり連絡会 25

ラジオ体操講習会

高梁・新見圏域保健医療対策協議会 20 19

学生自主企画講演会 9

サテライト・デイ 25 25 30 1 27 1 3 26 31 2 24 28・30

学術講演会 11 31 28 19 11

新見地域在宅医療支援システム研究会 24 30 27 25 29 26 31 28 26 30 27 27
認知症ケアパス普及研修会

支部集会 22

研修会・役員会 22 17 18

看護研究発表会 24

施設代表者会議 16

まちの保健室 20

哲西福祉健康まつり

まちの保健室 20

薬と健康の週間

介護者のつどい 1 11 3

ふれあいいきいきサロン
市内85会場　年6～12回

福祉連絡会・小地域ケア会議
市内約30会場　各年２～３回

薬剤師会

岡山県看護協会新見支部

ケアマネ協会新見支部

新見市
社会福祉協議会

団体名

介護保険課
（地域包括支援センター）

公立大学・短期大学

市民課

健康づくり課

在宅医療・介護
連携支援センターまんさく

新見医師会

備北保健所
新見支所

3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

広域連携 透析

9/23又は10/21

共催



Web会議 ワンポイントマニュアル

※カメラを動かすと、一時的に通信量が
増え、映像が乱れやすくなります。

※下を向いて話すと、マイクの音のひろ
いが弱くなります。

※事務所などでは、周りの話し声や電話
の音をひろってしまうことがあります。

※web会議参加者は目配せやしぐさを伝え
辛いので、司会から振ってください。



Web会議 ワンポイントマニュアル

※「wifi」「LTE/3G」ボタンがオンに
なっているか確認して下さい。

※窓際や玄関外の方がうまくいくことが
あります。

※年に数回、ＯＳ、webexアプリの更新が
あります。

ご不明な点があれば下記までご連絡ください
新見市在宅医療・介護連携支援センターまんさく 担当 松本

電話：0867-88-8270
携帯：080-4263-9523
メール：mansaku@kurokami.jp



Web会議 ワンポイントマニュアル

①逆光に気をつける

逆光になると暗くうつるので、カメラの向きに
注意して下さい。

②目線はカメラに合わせる

相手にはカメラの映像が送信されるので、画面
ではなく、カメラを見るようにして下さい。

③出来るだけカメラを動かさない

カメラを動かすと一時的に通信量が増え、映像
が乱れやすくなります。

④マイク方向に発言する

下を向いて話すと、マイクの音のひろいが弱く
なります。

⑤ミュート（消音）を上手に使う

周りの話し声や電話の音を拾ってしまう事があ
るので、ミュート機能を使ってください。

⑥司会が発言を促す

web会議参加者は目配せやしぐさを伝え辛いの
で、司会から話を振ってください。



⑦機器の更新をチェックする

年に数回、ＯＳ、webexアプリの更新がありま
す。会議前日にチェックするようにして下さい。

⑧モバイルルーター置き場所を確認する

電波が安定しない時は、窓際や玄関外など別の
場所を試してみてください。

⑨モバイルルーターの設定を確認する

「wifi」「LTE/3G」ボタンがオンになっている
か確認して下さい。

Web会議 ワンポイントマニュアル

ご不明な点があれば下記までご連絡ください
新見市在宅医療・介護連携支援センターまんさく 担当 松本

電話：0867-88-8270
携帯：080-4263-9523
メール：mansaku@kurokami.jp
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